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資料№１　　

横浜みどりアップ計画[2019-2023]　４か年[2019（令和元）-
2022（令和４）年度］実績と「これからの緑の取組[2024-
2028]（原案）」の報告について

戸塚区連合町内会自治会連絡会10月定例会

議　題　説　明　書

環境創造局みどりアップ推進課

溝渕　奈央

環境創造局みどりアップ推進課

【内容】

【例年あげている議題か？】

【会議に参加している地区連長が、各地区の単会会長に何を伝えればいいのか？】
【各単会の会長に何を依頼したいのか？】（具体的に記入してください。）

【その他、注意することなど】

　「緑豊かなまち横浜」を次の世代に引き継いでいくために、「横浜みどり税」を財源の一部と
して活用させていただきながら「横浜みどりアップ計画」を推進しています。４か年[2019（令和
元）-2022（令和４）年度］を振り返り、取組の成果を事業報告書にまとめましたのでご報告い
たします。
　また、昨年12月から本年１月にかけ、「これからの緑の取組[2024-2028]」の素案に対する
市民意見募集を実施し、その結果を踏まえ、原案をまとめましたのでご報告いたします。

例年、実績概要リーフレット作成のご報告を行っているもので、昨年度は10月区連会でご報
告しました。

事業の内容周知のため、区連会終了後に、単位自治会町内会長様に1部資料を配布いたし
ますので、ご承知おきください。



 

横浜みどりアップ計画[2019-2023] 

４か年（2019(令和元)～2022(令和４)年度）の実績と 

「これからの緑の取組[2024-2028]（原案）」の報告について 
 

１ 横浜みどりアップ計画[2019-2023]４か年（2019(令和元)～2022(令和４)年度）の実績について 

横浜みどりアップ計画につきましては、平成 21年度から、横浜みどり税を財源の一部として活

用させていただきながら、推進しています。令和元年度からは、５か年計画に取り組んでおり、

令和５年度はその最終年度となります。 

このたび、令和４年度までの４か年を振り返り、取組の成果をまとめたリーフレットを作成し

ましたのでご報告いたします。 

 

【配布資料】 

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]４か年の実績概要リーフレット 

・「横浜みどり税」の説明チラシ 

・【参考資料】４か年[2019(令和元)～2022(令和４)年度]の区別実績 

 

２ 「これからの緑の取組[2024-2028]（原案）」について 

令和６年度以降、重点的に取り組む「これからの緑の取組[2024-2028]」について検討を進めて

います。昨年 12月から本年１月にかけ、「これからの緑の取組[2024-2028]」の素案に対する市民

意見募集を実施し、その結果を踏まえ、原案をまとめましたのでご報告いたします。 

なお、令和５年度は、横浜みどり税の最終年度でもあることから、令和６年度以降の横浜みど

り税を含む財源のあり方について、「これからの緑の取組[2024-2028]（原案）」をもとに、今後検

討していきます。 

 

【配布資料】 

・これからの緑の取組[2024-2028]（原案）概要版 

 

 

【問合せ】 

□横浜みどりアップ計画の実績に関すること 

環境創造局みどりアップ推進課 TEL：671-2712  FAX：224-6627 

 

□これからの緑の取組（原案）に関すること 

環境創造局政策課 TEL：671-4214  FAX：550-4093  

 

□横浜みどり税に関すること 

財政局税務課 TEL：671-2253  FAX：641-2775 

   税制課 TEL：671-2252  FAX：641-2775 

区連会 10 月定例会説明資料 
令 和 ５ 年 1 0 月 1 8 日 
環 境 創 造 局 
みどりアップ推進課・政策課 

財 政 局 税 務 課 ・ 税 制 課 



横浜みどりアップ計画市民推進会議の活動

お問合せ

令和5年10月発行　横浜市環境創造局みどりアップ推進課

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、公募市民や学識経験者などから構成されている
附属機関です。横浜みどりアップ計画の取組の検証や、現地調査を行い、評価・提案を
報告書にまとめているほか、広報誌「YokohamaみどりアップAction」を発行しています。 

＼みどりアップを楽しもう！／
イベント・体験のスポットをご紹介します

4か年  の実績  概要 ［2019（令和元）～2022（令和4）年度の実績］

［2019ー2023］

緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承するため、「横浜みどり税」を
財源の一部として活用しながら、「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」を進めています。

このリーフレットは、2019（令和元）～2022（令和4）年度に実施した事業の実績を概要としてまとめています。

「Yokohama
みどりアップ
Action」

「横浜みどりアップ計画」について
環境創造局政策課　TEL.045-671-4214　FAX.045-550-4093

「横浜みどりアップ計画」の各事業について
環境創造局みどりアップ推進課　TEL.045-671-2712　FAX.045-224-6627
「横浜みどり税」について
【個人市民税】 各区役所税務課または財政局税務課
【法人市民税】 財政局法人課税課

TEL.045-671-2253　FAX.045-641-2775
TEL.045-671-4481　FAX.045-210-0481

実績報告書はHPをご覧ください
区ごとの実績もご覧いただけます

詳しくはHPを
ご覧ください

詳しくはHPを
ご覧ください

ほかにも、18区役所で
様々な取組を行っています

散策など森にふれる
イベントやスポット
ウェルカムセンター（５か所）
市民の森／ふれあいの樹林
市民の森ガイドマップ／森づくり体験会

農畜産物の直売など農にふれる
イベントやスポット
収穫体験農園／市民農園
直売所／マルシェ
よこはま地産地消サポート店

まち歩きなど緑や花にふれる
イベントやスポット
花の見どころカレンダー
ガーデンネックレス横浜／里山ガーデン
フェスタ／都心臨海部等の緑花

横浜みどりアップ計画

森にふれる 農にふれる 緑や花にふれる

トンボ塾 / 戸塚区 市内産農畜産物の直売 / 中区 里山ガーデンフェスタ / 旭区

効果的な広報の展開

計画の事業費と横浜みどり税（4か年の累計）

緑に関するイベントへの出展や、「広報よこはま」等
への記事掲載、SNSなど様々な手法を用いて、
幅広い年齢層にみどりアップ計画の取組を知って
いただけるよう広報を展開しています。

緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承
するため、2019(令和元)年度からの４か年の事業費365億円の
うち、横浜みどり税を114億円充当し、市内の樹林地の買取り・
維持管理等をはじめとした緑の保全・創出、育成に取り組みました。

横浜みどり税の課税方式
【個人】 市民税の均等割に年間900円を上乗せ
　　　　 ※所得が一定金額以下で市民税均等割が課税されない方を除く

【法人】 市民税の年間均等割額の9％相当額を上乗せ

広報よこはま 令和４年10月号マスコットキャラクターを活用した広報

森を育む
72億円
63%農を感じる

場をつくる
4億円
4%

緑や花をつくる
38億円
33%

横浜
みどり税
合計
114億円

計画の柱ごと　　　　　の活用額

※端数調整により
合計値は一致しな
いことがあります。



4か年  の実績  概要 ［2019（令和元）～2022（令和4）年度の実績］

市民とともに次世代につなぐ 森を育む

市民が身近に 農を感じる場をつくる

市民が実感できる 緑や花をつくる計画の柱1

計画の柱2

計画の柱3

樹林地の保全の進展

保全した樹林地の良好な維持管理や
安全の確保を市民協働で推進

4か年で144haの樹林地を新たに緑地保全制度により指定しました。

市が管理する樹林地の安全を確保しながら、緑の機能が発揮さ
れるような森づくりを進めました。

森に関わるきっかけや環境を学ぶ機会として、市内大
学と連携した「よこはま森の楽校」や、市内７館の図書
館と連携した「森の中のプレイパーク」などのイベント
を開催しました。

横浜ふるさと村や恵みの里において、農家団体が実施
する農体験教室等のイベントの開催を支援しました。

森を探検し、ふしぎなことをたくさん調べる
ことができて、いい経験になったと思う。

市民が森に親しむための取組の展開
市民が気軽に森の中に入り、森に親しむことができるように、
市民の森などの整備を進めました。

整備した園路
今井・境木市民の森 / 保土ケ谷区

整備した柵など
東寺尾ふれあいの樹林 / 鶴見区

森づくり体験会
池辺市民の森 / 都筑区

土地所有者による維持管理への支援
作業前後 / 戸塚区

よこはま森の楽校
東洋英和女学院大学 / 緑区

森の中のプレイパーク
南図書館 / 南区農地縁辺部への植栽 / 都筑区保全された水田 / 栄区

収穫体験農園の開設 / 泉区 市民農業大学講座 / 保土ケ谷区

市民が実感できる緑と花の空間づくりの推進
公共施設や公園、保育園など、市民の身近な場所で実感できる
緑を創出しました。

中本牧コミュニティハウス敷地内
こどもの遊び場 / 中区

六角橋四丁目公園 / 神奈川区

オープンガーデン / 瀬谷区ひまわり栽培交流 / 港南区

全区での市民や企業との協働による
緑と花の取組の展開
地域緑のまちづくりで、その地区ならではの緑のまちづくりを
推進しました。オープンガーデンなどの市民が緑や花に親しむ
取組を各区で推進しました。

緑や花による街の賑わいづくりの推進
多くの市民が集まる都心臨海部の公共空間などで、緑や花によ
る空間演出を集中的に展開し、街の魅力の向上、賑わいづくり
を進めています。

新横浜駅周辺 / 港北区 日本大通り / 中区

良好な農景観の保全の推進
市内の水田面積の約９割を保全し、農地縁辺部の植栽等により
良好な農景観を維持・形成しました。

農とふれあう場や機会の増加
気軽に農体験ができる収穫体験農園や、自分で考え自由に耕
作できる農園付公園など、市民ニーズに合わせた農園の開設
を進めるとともに、市民が農について学ぶイベントや講座を実
施しました。

地産地消の拡大
市民が身近なところで地産地消を実感できるよう、直売所・青
空市等の支援を行ったほか、野菜を購入できる自動販売機の設
置などを支援しました。

杉田野菜直売所 / 磯子区みなとみらい農家朝市 / 西区

みどりアップ計画以前
（1969～2008年度）

40年間 861ha

これまでの
みどりアップ計画

（2009～2018年度）

10年間 905ha

2019～2022年度

144ha

1,050ha

▶ 緑地保全制度による
　新規指定
1４4.8ha

６7.０ha

▶ 森の維持管理
▶ 維持管理の助成

樹林地636か所、公園150か所
525件▶ 保全した樹林地の整備

▶ 直売所・青空市等の支援

312か所

▶ 都心臨海部等の緑花による魅力ある空間づくりと維持管理
58か所

196件

▶ 水田保全面積 111.9ha

168か所

▶ 様々なニーズに合わせた農園の開設 17.5ha

▶ 公共施設・公有地での緑の創出
▶ 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出

34か所

▶ 緑や花を身近に感じる各区の取組 18区で推進

富岡東三丁目特別緑地保全地区 / 金沢区

▶ 市による買取り

横浜でもこういった農体験ができるところ
があるのはうれしい。

田植え体験
田奈恵みの里 / 青葉区

じゃがいも掘り体験
舞岡ふるさと村 / 戸塚区

保育園・幼稚園・小中学校において園庭・校庭の芝生
化や生き物とふれあい学べるビオトープの整備、花壇
づくり、屋上や壁面の緑化など、多様な緑を創出する
取組を推進しました。

学校にビオトープを導入することで、生き物
に興味・関心を持つ生徒が増えてきました。

芝生化した園庭
幼稚園 / 旭区

ビオトープの整備
保育園 / 港北区

子どもを育むみどりの取組

参加者の声

参加者の声

参加者の声



「横浜みどり税」は



「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」について

計画の理念

計画 計画 計画

指定した樹林地における

を推進

目的

趣旨（目的） 災害防止を図るための地方財源を安定的

令和６年度

「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」の各事業について



５ 各区の実績 

戸塚区 

 
横浜みどりアップ計画 4か年（2019～2022年度）の事業・取組の評価・検証 ５-119 

戸塚区 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

戸塚区 

緑地保全制度による新規指定 8.44ha 

水田の保全  9.15ha 

地域緑のまちづくり（新規） ２地区 

主な実績 



５ 各区の実績 

  戸塚区 

 
横浜みどりアップ計画 4か年（2019～2022年度）の事業・取組の評価・検証 ５-120 

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

 

   緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

○緑地保全制度による新規指定 8.44ha 

・特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区 

 2021年度 0.1ha 下永谷特別緑地保全地区（指定拡大）（※上柏尾町） 

 2022年度 2.0ha 名瀬町緑園特別緑地保全地区 

・市民の森等 

 2021年度 0.1ha 名瀬・上矢部市民の森（指定拡大）、舞岡ふるさとの森（指定拡大） 

・緑地保存地区 

 2019年度 0.4ha 上倉田町、上矢部町（3件）、汲沢五丁目、深谷町 

 2020年度 1.4ha 上倉田町、川上町、汲沢六丁目、戸塚町、深谷町 

 2021年度 0.2ha 戸塚町 

 2022年度 0.3ha 上矢部町 

・源流の森保存地区 

 2019年度 0.6ha 深谷町、東俣野町 

 2020年度 0.8ha 名瀬町、舞岡町 

 2021年度 1.3ha 汲沢町、名瀬町、東俣野町 

 2022年度 1.2ha 影取町、汲沢町、深谷町 

・その他 

 2020年度 0.01ha 汲沢四丁目 

 2021年度 0.03ha 舞岡ふるさとの森 

○市による買取り 

・特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区 

 2019年度 1地区 名瀬・上矢部特別緑地保全地区 

 2020年度 1地区 汲沢四丁目特別緑地保全地区 

・市民の森等 

 2019年度 2地区 まさかりが淵市民の森、深谷市民の森 

 2020年度 2地区 深谷市民の森、舞岡ふるさとの森 

 2022年度 2地区 上矢部ふれあいの樹林、まさかりが淵市民の森 

  



５ 各区の実績 

戸塚区 

 
横浜みどりアップ計画 4か年（2019～2022年度）の事業・取組の評価・検証 ５-121 

○保全した樹林地の整備 41か所 

 2019年度 8か所 （仮称）名瀬・上矢部市民の森、まさかりが淵市民の森、ウイト

リッヒの森、舞岡ふるさとの森（3か所）、上矢部ふれあいの樹

林、東俣野町緑地 

 2020年度 5か所 東俣野特別緑地保全地区、（仮称）名瀬・上矢部市民の森、まさか

りが淵市民の森、舞岡ふるさとの森、上矢部ふれあいの樹林 

 2021年度 13か所 名瀬・上矢部特別緑地保全地区、名瀬北特別緑地保全地区、東俣

野町特別緑地保全地区、（仮称）名瀬・上矢部市民の森、深谷市民

の森（2か所）、まさかりが淵市民の森（2か所）、舞岡ふるさと

の森（3か所）、ウイトリッヒの森、上矢部ふれあいの樹林 

 2022年度 15か所 名瀬・上矢部特別緑地保全地区、名瀬北特別緑地保全地区、名

瀬・上矢部市民の森、深谷市民の森（2か所）、まさかりが淵市民

の森（2か所）、舞岡ふるさとの森（5か所）、ウイトリッヒの

森、上矢部ふれあいの樹林、富塚八幡緑地 

 

  



５ 各区の実績 

  戸塚区 

 
横浜みどりアップ計画 4か年（2019～2022年度）の事業・取組の評価・検証 ５-122 

森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

○森の維持管理 60か所 

・保全管理計画の策定（樹林地） 

 2019年度 1か所 舞岡ふるさとの森 

 2020年度 1か所 上矢部ふれあいの樹林 

・保全管理計画の策定（公園） 

 2019年度 1か所 小雀公園 

 2020年度 1か所 舞岡公園 

・維持管理（樹林地） 

 2019年度 11か所 （仮称）名瀬・上矢部市民の森、深谷市民の森、まさかりが淵市民

の森、ウイトリッヒの森、舞岡ふるさとの森、上矢部ふれあいの樹

林、富塚八幡緑地、名瀬北緑地、舞岡緑地、舞岡町緑地、俣野緑地 

 2020年度 13か所 （仮称）名瀬・上矢部市民の森、深谷市民の森、まさかりが淵市民

の森、ウイトリッヒの森、舞岡ふるさとの森、上矢部ふれあいの樹

林、下倉田緑地、富塚八幡緑地、名瀬北緑地、東俣野町緑地、舞岡

緑地、舞岡町緑地、俣野緑地 

 2021年度 11か所 名瀬北特別緑地保全地区、舞岡特別緑地保全地区、俣野特別緑地保

全地区、（仮称）名瀬・上矢部市民の森、深谷市民の森、まさかりが

淵市民の森、ウイトリッヒの森、舞岡ふるさとの森、上矢部ふれあ

いの樹林、富塚八幡緑地、舞岡町緑地 

 2022年度 13か所 下倉田町特別緑地保全地区、名瀬北特別緑地保全地区、東俣野町特

別緑地保全地区、舞岡特別緑地保全地区、俣野特別緑地保全地区、

名瀬・上矢部市民の森、深谷市民の森、まさかりが淵市民の森、ウ

イトリッヒの森、舞岡ふるさとの森、上矢部ふれあいの樹林、富塚

八幡緑地、舞岡町緑地 

・維持管理（公園） 

 2019年度 2か所 舞岡公園、舞岡下谷公園 

 2020年度 3か所 小雀公園、舞岡下谷公園、宮谷西公園 

 2021年度 1か所 舞岡下谷公園 

 2022年度 2か所 戸塚公園、舞岡下谷公園 
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指定した樹林地における維持管理の支援 

○維持管理の助成 72件 

 2019年度 15件 柏尾町、上倉田町（3件）、上矢部町、汲沢町、戸塚町（5件）、平戸

三丁目、平戸町、深谷町、南舞岡四丁目 

 2020年度 24件 柏尾町（2件）、上倉田町、上柏尾町、上矢部町（２件）、川上町、汲

沢町、小雀町、平戸町、名瀬町（3件）、深谷町、舞岡町（２件）、前

田町、南舞岡四丁目、俣野町、戸塚町（５件） 

 2021年度 17件 秋葉町、柏尾町（２件）、上柏尾町、上矢部町（２件）、川上町、汲沢

町、戸塚町（５件）、名瀬町、平戸三丁目、舞岡町、吉田町 

 2022年度 16件 柏尾町、上柏尾町、上倉田町（３件）、汲沢町（２件）、汲沢六丁目、

戸塚町（４件）、東俣野町（２件）、平戸三丁目、深谷町 

 

   森に関する情報発信 

○ウェルカムセンター周辺の緑を活用したイベント等 

 2019年度  舞岡ふるさと村虹の家 

 2020年度  舞岡ふるさと村虹の家 

 2021年度  舞岡ふるさと村虹の家 

 2022年度  舞岡ふるさと村虹の家 

 

 

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 

水田の保全 

○水田保全面積 9.15ha 

 2019年度 9.19ha 小雀町、東俣野町、深谷町、舞岡町、吉田町 

 2020年度 9.36ha 小雀町、東俣野町、深谷町、舞岡町、吉田町 

 2021年度 9.15ha 小雀町、東俣野町、深谷町、舞岡町、吉田町 

 2022年度 9.15ha 小雀町、東俣野町、深谷町、舞岡町、吉田町 

○水源・水路の確保 1か所 

 2022年度 1か所 東俣野水利組合 

 

特定農業用施設保全契約の締結 

○特定農業用施設保全契約の締結 12件 

 2019年度 1件 上倉田町 

 2020年度 1件 原宿二丁目 

 2021年度 2件 汲沢四丁目、小雀町 

 2022年度 8件 平戸町、東俣野町（2件）、深谷町（2件）、舞岡町、俣野町（2

件） 
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農景観を良好に維持する活動の支援 

○まとまりのある農地を良好に維持する団体の活動への支援 

・集団農地維持 64.6ha 

 2019年度 46.4ha 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、横浜市舞岡農業専用地区協

議会、東俣野水利組合 

 2020年度 46.0ha 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、横浜市舞岡農業専用地区協

議会、東俣野水利組合 

 2021年度 64.7ha 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、横浜市舞岡農業専用地区協

議会、東俣野水利組合、東俣野中部かん水組合、東俣野南部かん水

組合 

 2022年度 64.6ha 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、横浜市舞岡農業専用地区協

議会、東俣野水利組合、東俣野中部かん水組合、東俣野南部かん水

組合 

・農地縁辺部への植栽 16件 

 2019年度 3件 平戸農業専用地区協議会、横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、

舞岡ふるさと村推進協議会 

 2020年度 3件 平戸農業専用地区協議会、横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、

舞岡ふるさと村推進協議会 

 2021年度 5件 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、東俣野中部かん水組合、東

俣野南部かん水組合、横浜市舞岡農業専用地区協議会、東俣野水利

組合 

 2022年度 5件 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会、平戸農業専用地区協議会、

東俣野中部かん水組合、東俣野南部かん水組合、横浜市舞岡農業専

用地区協議会 

・井戸の改修 5地区 

 2020年度 1地区 横浜市戸塚区小雀農業専用地区協議会 

 2021年度 2地区 東俣野中部かん水組合、東俣野農業専用地区協議会 

 2022年度 2地区 東俣野南部かん水組合、横浜市舞岡農業専用地区協議会 

・土砂流出防止対策 1件 

 2020年度 1件 横浜市戸塚区舞岡土地改良区 

○周辺環境に配慮した活動への支援 

・牧草等による環境対策 1.35ha 

 2019年度 0.30ha 影取町 

 2020年度 0.25ha 影取町（2か所） 

 2021年度 0.30ha 影取町（2か所） 

 2022年度 0.50ha 影取町（2か所）、小雀町（3か所）、 

・たい肥化設備等の支援 1件 

 2021年度 1件 東俣野町 
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様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

○様々なニーズに合わせた農園の開設 5.16ha 

・収穫体験農園 

 2019年度 0.15ha 東俣野町 

 2020年度 0.28ha 平戸町、舞岡町 

 2021年度 2.28ha 影取町、平戸町、舞岡町、俣野町 

 2022年度 2.26ha 汲沢町、東俣野町、平戸町（５か所）、俣野町 

・市民農園 

 2022年度 0.19ha 舞岡町、矢部町 

 

産地消にふれる機会の拡大 

○直売所・青空市等の支援 27件 

・直売所・加工所 

 2020年度 3件 平戸町、舞岡町、名瀬町 

 2021年度 3件 影取町、舞岡町（2件） 

 2022年度 5件 影取町（２件）、東俣野町、平戸町、舞岡町 

・青空市・マルシェ等 

 2019年度 4件 JA横浜戸塚野菜直売所、戸塚区地産地消PR・直売コーナー、東戸

塚市民朝市、舞岡ふるさと村・ＪＡ横浜ハマッ子直売所「舞岡や」 

 2020年度 4件 JA横浜戸塚野菜直売所、戸塚区地産地消PR・直売コーナー、東戸

塚市民朝市、舞岡ふるさと村・JA 横浜ハマッ子直売所「舞岡や」 

 2021年度 4件 JA横浜戸塚野菜直売所、戸塚区地産地消PR・直売コーナー、東戸

塚市民朝市、舞岡ふるさと村・JA 横浜ハマッ子直売所「舞岡や」 

 2022年度 4件 JA横浜戸塚野菜直売所、戸塚区地産地消PR・直売コーナー、東戸

塚市民朝市、舞岡ふるさと村・JA 横浜ハマッ子直売所「舞岡や」 

 

 

計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

公共施設・公有地での緑の創出・育成 

○緑の維持管理 8か所 

 2019年度 3か所 宇田川、下水道用地（名瀬町鷹の台地区）、舞岡ふるさと村虹の家 

 2020年度 2か所 宇田川、舞岡ふるさと村虹の家 

 2021年度 1か所 舞岡ふるさと村虹の家 

 2022年度 2か所 宇田川、舞岡ふるさと村虹の家 
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街路樹による良好な景観の創出・育成 

○良好な維持管理  

 2019年度  桜木東戸塚線、国道１号（戸塚宿）ほか 計505本 

 2020年度  環状２号線（平戸町）、東戸塚西線 計530本 

 2021年度  俣野第314号線（ドリームハイツ）、国道1号線（戸塚宿）ほか  

計319本 

 2022年度 俣野第314号線（ドリームハイツ）、東戸塚西線ほか 計348本 

 

建築物緑化保全契約の締結 

○建築物緑化保全契約の締結 6件 

 2019年度 1件 上矢部町 

 2020年度 5件 品濃町、深谷町（3件）、吉田町 

 

名木古木の保存 

○名木古木の保存 

・新規指定 

 2019年度 1本 吉田町 

 2020年度 6本 上倉田町（2本）、上矢部町（4本） 

 2021年度 1本 戸塚町 

・維持管理の助成 

 2019年度 6本 影取町、汲沢町、品濃町、下倉田町、原宿二丁目、吉田町 

 2020年度 9本 下倉田町（2本）、原宿二丁目（6本）、吉田町 

 2021年度 7本 上倉田町（2本）、名瀬町、平戸町、前田町（3本） 

 2022年度 4本 汲沢町（2本）、戸塚町、原宿二丁目 

 

地域緑のまちづくり 

○地域緑のまちづくり事業に関する協定の締結 2地区 

・新規 

 2021年度 1地区 深谷町東山地区 

 2022年度 1地区 柏尾町地区 

・継続 

 2019年度 1地区 前田町桜の丘地区 

 2022年度 1地区 深谷町東山地区 
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地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

○緑や花を身近に感じる各区の取組 

 2019年度  戸塚駅西口橋上デッキの植栽更新、地域団体への花苗等の支援 

 2020年度  阿久和川周辺における土壌整備・シバザクラ植栽、区内鉄道駅における花

植えや植栽の維持管理 

 2021年度  区内鉄道駅における花植えや植栽の維持管理 

 2022年度  区内鉄道駅等における花植え等を行う団体への支援、柏尾川遊歩道沿いの

花壇整備、名瀬川、阿久和川のシバサクラ再整備とハツユキカズラの植栽 

○地域の花いっぱいにつながる取組 

 2019年度  花の種の配布、花苗などの配布（平戸第二公園ほか9か所）  

 2020年度  球根などの配布（舞岡川遊水地公園ほか129か所） 

 2021年度  球根などの配布（秋葉台公園ほか141か所） 

 2022年度  球根などの配布（舞岡川遊水地公園ほか120か所） 

 

人生記念樹の配布 

○人生記念樹の配布 2,304本 

 2019年度 595本  

 2020年度 524本  

 2021年度 637本  

 2022年度 548本  

 

保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

○緑の創出 3か所 

 2019年度 2か所 YMCAとつか保育園、原宿保育園 

 2020年度 1か所 倉田小学校 

○緑の維持管理 10か所 

 2019年度 2か所 倉田小学校、東戸塚小学校 

 2020年度 3か所 倉田小学校、東戸塚小学校、汲沢中学校 

 2021年度 2か所 倉田小学校、東戸塚小学校 

 2022年度 3か所 倉田小学校、東戸塚小学校、平戸台小学校 

 

 

 

  

※過年度の報告書から本数を修正しました。 
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保全した樹林地の整備 

（舞岡ふるさとの森） 

緑地保全制度による新規指定 

緑地保存地区（上矢部町） 

水田の保全 

（東俣野町） 

収穫体験農園の開設 

（平戸町） 

緑や花を身近に感じる各区の取組 

（柏尾川沿い） 

人生記念樹の配布 

（戸塚区庁舎） 



これからの緑の取組［2024-2028］

（原案概要版）

■ 緑地保全制度により指定した民有樹林地の維持管理負担を軽減するための支援を拡充

■ 市民が様々なかたちで森に親しみ、楽しむことができる多様な活用を推進

■ 都心部から郊外部まで、農とふれあう機会の全市的な展開を推進

■ 地域が主体となって取り組む地域緑のまちづくりをはじめ、地域での緑や花の取組を推進

横浜市は大都市でありながら、市民生活の身近な場所に、多くの樹林地や農地などの多様な緑を有してい

ます。これらの緑を次世代に引き継ぐため、「横浜市水と緑の基本計画」の重点的な取組として、2009（平

成21）年度から「横浜みどり税」を財源の一部に活用した「横浜みどりアップ計画」を推進しています。

現行の「横浜みどりアップ計画」は、2023（令和５）年度末までの計画ですが、緑の保全や創出は長い時

間をかけて継続的に取り組むことが必要です。そこで、これまでの取組の成果などを踏まえ、2024（令和

６）年度以降に重点的に取り組む「これからの緑の取組[2024-2028]」の原案をとりまとめました。

横浜みどり

アップ計画

これからの
緑の取組
[2024-2028]

これからの
緑の取組
[2024-2028]

素案に対する市民意見募集の結果（概要）

アンケート方式 公募型自由記述方式

実施期間 2022（令和４）年12月23日（金）から2023（令和５）年１月31日（火）まで

実施方法
無作為抽出の個人5,000人、法人5,000社に対し

調査票を送付
素案の概要版パンフレットに添付のハガキ、

Ｗｅｂフォーム、電子メール、ＦＡＸ

回収数 個人：1,281人 法人：939社 43通（意見総数：93件）

アンケート方式の回答結果

目標・取組について、個人・法人とも、８～９割の方に「積極的に取り組む必要がある」または「どちらか言えば取り
組む必要がある」とお答えいただきました。

問１ 「これからの緑の取組」では、引き続き、貴重な緑を将来に残すとともに、新たに創出する取組を進めようとしています。
このことについてどう思いますか。
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どちらかと言えば取り組む必要が
ない
取り組む必要がない

無回答

〇 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します

緑地保全制度による指定が進むことで樹林地の担保量が増加、水田の保全面積を維持、市街地で緑を創出する取組
が進展 など

〇 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます

森の保全管理など緑の多様な機能や役割を発揮する取組の進展、緑や花の創出により街の魅力・賑わいが向上 など

〇 市民と緑との関わりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が緑に関わる機会が増加 など

事業費

これからの緑の取組[2024-2028] 策定の流れ

取組のポイント

図 市民の森の開園状況
森の中のプレイパーク家族で学ぶ農体験講座花と緑に関するウォーキングイベント

事業費 国費 市債 一般財源

柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 302 60 133 110

柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 34 - 12 23

柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 77 0.5 6 71

効果的な広報の展開 0.8 - - 0.8

これからの緑の取組[2024-2028]（原案）総事業費 415 60 150 204

（単位：億円）

※端数処理により、合計値は一致しないことがあります。

５か年の目標



柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む ＜本編P.16ーP.23＞ 約302億円

柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる ＜本編P.24ーP.34＞ 約34億円

柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる ＜本編P.35ーP.43＞ 約77億円

効果的な広報の展開 ＜本編P.44＞ 約0.8億円

施策１ まとまりのある樹林地の保全・活用

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 約252億円

事業② 良好な森の育成 約46億円

事業③ 森に関わる多様な機会の創出 約５億円

施策１ 農に親しむ取組の推進

施策２ 「横浜農場」の展開による地産地消の推進

事業① 良好な農景観の保全 約11億円

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進 約２億円

事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 約0.7億円

施策１ 市民が実感できる緑や花の創出・育成

施策２ ガーデンシティ横浜の更なる推進

事業① まちなかでの緑の創出・育成 約33億円

事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成 約４億円

事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 約27億円

理念

「みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜」

事業② 農とふれあう場づくり 約20億円

事業② 緑や花があふれる地域づくり 約12億円

取組の内容や実績について、より多くの市民・事業者に理解される

とともに、緑を楽しみ、緑に関わる活動に参加していただけるよう、

広報媒体の特性を生かし、効果的な情報発信を進めていきます。

≪緑の取組の認知を高め参画につなげていく広報≫

・ イベント・体験スポットの紹介

・ 市民が活用できる制度のご案内

・ 美しい横浜の緑や花、アニメーションによる動画配信

森にふれる 農にふれる 緑や花にふれる

(1) 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り

(1) 森づくりを担う人材の育成
(2) 森づくり活動団体への支援
(3) 森に関わるきっかけづくり
(4) 森の多様な楽しみづくり

(1) 森の多様な機能に着目した森づくりの推進
(2) 指定した樹林地における維持管理の支援

-主な取組内容-
・森づくり活動団体への支援：175団体
・地域における多様な森の利活用：推進

-主な取組内容-

・緑地保全制度による新規指定：180ha
（市による買取りの想定面積：100ha）

・保全した樹林地の整備：推進

-主な取組内容-

・森の維持管理：推進

・維持管理の助成：750件

(1) 水田の保全
(2) 特定農業用施設保全契約の締結
(3) 農景観を良好に維持する活動の支援
(4) 多様な主体による農地の利用促進

(1) 様々な市民ニーズに合わせた農園の開設
(2) 市民が農を楽しみ支援する取組の推進

-主な取組内容-
・水田保全面積：115ha
・遊休農地の復元支援：3.0ha

-主な取組内容-
・様々なニーズに合わせた農園の開設：19.5ha
・横浜ふるさと村、恵みの里で農体験教室などの実施：450回

(1) 地産地消にふれる機会の拡大

(1) 地産地消を広げる人材の育成・支援
(2) 市民や企業等との連携

-主な取組内容-
・直売所・青空市等の支援：285件
・情報発信・ＰＲ：情報誌などの発行35回

-主な取組内容-
・はまふぅどコンシェルジュ・よこはま地産地消サポート店の活動支援：150件
・市民や企業等との連携：75件

(1) シンボル的な緑の創出・育成
(2) 街路樹による良好な景観づくり
(3) 公開性のある緑空間の創出支援
(4) 建築物緑化保全契約の締結
(5) 名木古木の保存

-主な取組内容-

・シンボル的な緑の創出：５か所

・街路樹による良好な景観づくり：18区で推進

(1) 地域緑のまちづくり
(2) 地域に根差した緑や花の楽しみづくり
(3) 人生記念樹の配布

-主な取組内容-

・地域緑のまちづくり：35地区

・緑や花を身近に感じる各区の取組：18区で推進

(1) 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成
-主な取組内容-

・緑の創出：100か所

(1) 都心臨海部等の緑花による魅力ある空間づくり

-主な取組内容-

・緑花による魅力づくり：推進

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 約0.8億円
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